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はじめに
富山県内の訪花昆虫の概要を知る目的で、筆者は、
1997年以降各地で訪花昆虫の調査を行っている（根来；
1998,2002,2003,2004,2005a，2005b)。
今回の調査は、富山県西部小矢部市平野部の農耕地
で行ったものである。
月に1度のみの調査であり、且つ全て目撃によるも
のであって昆虫の同定も科、もしくは目どまりの個体
も多く、概要にふれるのみであるが、富山県の平地に
おける訪花昆虫の現状の一端を示すものである。
調査場所・調査方法・調査時期
小矢部市綾子～蓮沼、標高約30m、渋江川と農耕地
(主に水田、一部に宅地と畑地が存在する｡）の間に位
置する渋江川左岸堤防を調査地とした。図1に実線で
示した堤防上の道路を調査ルートとし道路上および左
右ののり面を調査帯とした。片道約1.2kmである。
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4月から11月の間、毎月1回、ほぼ一定の速度で4時
間かけ遊歩道上を歩行し、その間目撃した開花植物へ
の訪花昆虫をカウントした。訪花昆虫はすべて目視に
よる確認であり、微少な昆虫は見逃された物も多いと
思われ、また種までの確認ができず目や科どまりの個
体も多い。
調査時間は、A地点を9時30分に出発し、11時30分
B地点に到着約30分の休息をとった後12時に出発、同
一ルートを戻りA地点に14時に到着の4時間である。
調査期間を通しての総調査時間は32時間である。
調査日と調査時の天候、調査時の最低・最高気温お
よび主要な開花植物を記す。
2006年4月17日：晴れ、115-15℃、オオイヌノフ
グリ、セイヨウタンポポ、ヒメオドリコソウ、セイヨ
ウカラシナ、タチヤナギなど開花。
2006年5月15日：曇り時々晴れ、205－23℃、ハル
ジオン、ウマノアシガタ、カラスノエンドウ、ノヂシャ、
図1調査地調査ルートを太い実線で示す
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ムラサキサギゴケなど開花。
2006年6月12日：晴後曇り、23-27℃、ヒメジョオ
ン、アカツメクサ、シロツメクサ、ミヤコグサ、カタ
バミなど開花。
2006年7月14日：曇り後晴、30-32℃、ヤブガラシ、
ヒルガオ、ツユクサ、ネジバナ、ヘラオオバコなど開
花。堤防のり面の一部草刈り直後。
2006年8月22日：曇り時々 晴、31-32℃、ヤハズソ
ウ、ヘクソカズラ、ノチドメ、ヒメムカシヨモギ、サ
ルスベリなど開花。
2006年9月18日：薄曇り、32-35℃、キツネノマゴ、
アキノノゲシ、ゲンノショウコ、メドハギ、ノアズキ
など開花。堤防のり面の一部草刈り直後。
2006年10月14日：晴、20－235℃、ノコンギク、ミ
ゾソバ、セイタカアワダチソウ、ヒメジソなど開花。
2006年11月1日：薄曇り、18-20℃、セイタカアワ
ダチソウ、アキノノゲシ、ヒメムカシヨモギなど開花。
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調査結果
表1に調査日ごとに訪花植物ごとの訪花昆虫個体数
を示し、表2に各科各植物ごとに調査日ごとの訪花昆
虫個体数を示した。また、図2に訪花昆虫個体数およ
び各調査日ごとの個体数の割合の季節変動を示した。
目撃昆虫は全て種まで同定し得たわけではないので
種数については不明である。
1．結果概要
8日間の調査の結果、双迩目・膜迩目・鱗迩目。甲
虫目・半迩目・直通目の6目にわたる3846個体の昆虫
の訪花が確認された。最も多かったのは双迩目で全個
体数の45％1713個体、次いで膜迩目の32％1210個体、
この2目で全体の76％の個体数となる。鱗迩目17％
641個体、甲虫目5％205個体と続き、半迩目（2％6？
個体)、直通目（10個体）の2目はたいへん少なかっ
た。
この結果は、丘陵地（富山市三熊）の調査結果とは、
双迩目の個体数が最も多く膜迩目が二番目に多い目で
あること、鱗迩目が三番目で甲虫目が四番目であるこ
と、また鱗迩目の割合がたいへん多いことで異なって
いる。今回の調査では双迩目が多いにもかかわらず、
ハナバチ類がハナアブ類より多いことは丘陵地と同一
である。
双迩目、膜迩目鱗迩目の各目中では各々、ハナア
ブ類（双迩目中の53％901個体)、ハナバチ類（膜迩目
中の80％966個体)、チヨウ類（鱗迩目中の76％489個
体）が多く、特にハナバチ類、ハナアブ類では全体の
25％、23％と訪花昆虫の大きな部分を占める。ハナバ
チ類・ハナアブ類が多くを占めることは他の調査地と
同様である。チョウ類は訪花昆虫個体全体の13％であ
り丘陵地より多かった。
昆虫の訪花が確認された植物は27科60種である。丘
陵地において訪花された植物数よりは少なくなってい
る。
キク科が最も多く16種、マメ科が9種、シソ科4種、
タデ科、ゴマノハグサ科、アブラナ科が各3種、キン
ポウゲ科が2種であり、他の科は全て1種である。
全訪花昆虫中、キク科を訪れた昆虫は60％6目2296
個体で最も多く、次いでマメ科19％6目720個体、こ
の2科で78％を占める。次いで、ヤナギ科3％4目10
6個体、カタバミ科3％5目105個体、タデ科2％4目
91個体、キンポウゲ科2％5目90個体、キツネノマゴ
科2％4目75個体、ツユクサ科2％4目75個体と続く。
最も訪花個体の多かった植物は、ヒメジョオンで
(26％6目980個体)、次いでセイタカアワダチソウ（11
％5目431個体)、アカツメクサ（8％5目317個体)、
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図2－3訪花昆虫の季節消長（植物各科の個体数；
個体の23％892個体で最も多く、10月は17％667個体で
ある。
5月と8月以外の全ての月で双迩目が最も訪花個体
数の多い目であり、5月は膜迩目、8月は鱗迩目が最
も多い目である。
7月10月ともにピークは主に双迩目特にハナアブ類
により、5月にも小さなピークがあるがそれは膜迩目
特にハナバチ類による。
5月のピークは小さく、7月に最大のピークがある
ことは、丘陵地と異なるところであり、これは双迩目
の割合の多さと関連している。
全般的な季節消長には双迩目特にハナアブ類の寄与
が最も大きく、次いで膜迩目ハナバチ類が消長に影響
をおよぼしている。鱗迩目は7．8月に多く、甲虫目
では7月に多くなっている。
4月以外はキク科が最も多くの個体を集め（4月に
はヤナギ科が最も多い)、ほぼ全調査期間を通じて最
も優勢な科となっている。マメ科は6月～9月はキク
シロツメクサ（7％6目276個体)、ハルジオン（7％
5目254個体）と上位5種中3種までがキク科であり、
残り2種はマメ科である。
6位以下は、セイヨウタンポポ（6％5目212個体)、
アキノノゲシ（5％3目192個体)、タチヤナギ（3％
4目106個体)、カタバミ（3％5目105個体)、ヒメム
カシヨモギ（2％6目105個体）であり、以上上位1逢
種で全個体数の77％を占める。内6種がキク科、2種
がマメ科、ヤナギ科・カタバミ科が各1種である。以
上の10種中7種が帰化植物である。
キク科への訪花個体が最多であることは、またマメ
科への訪花もまた多いのは丘陵地と同一であるが、こ
の2科で80％近くも占めることは丘陵地とは異なると
ころである。また、バラ科、スイカズラ科の訪花個体
数の割合が少ないのも丘陵地とは異なるところである．
2．季節消長概要
7月と10月に訪花個体数のピークがあり、7月が全
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科に次いで多い。5月キンポウゲ科が二位、10月タデ
科が二位、11月はほとんどがキク科である。
l調査日において最も訪花昆虫を集めた植物は、ヒ
メジョオンで7月14日509個体、次いでセイタカアワ
ダチソウ（10月14日342個体)、ヒメジョオン（6月12
日237個体)、同（8月22日169個体)、アカツメクサ
(7月14日147個体)、シロツメクサ（7月14日141個体)。
アカツメクサ（8月22日125個体）となっており、ま
た、複数の調査日にわたって訪花の確認された種には
キク科で多く、3調査日以上訪花の確認されたのは、
アキノノゲシ、セイヨウタンポポ、ニガナ、ヒメジョ
オン、ヒメムカシヨモギ（以上キク科)、アカツメク
サ、シロツメクサ（以上マメ科)、ヘラオオバコ（オ
オバコ科)、カタバミ（カタバミ科)、ツユクサ（ツユ
クサ科)、ヤブガラシ（ブドウ科）であり、ここでも
キク科の優勢なことが見て取れる。
クロバエ類の個体数は10月に多くなるが、小型の双
迩目の割合が多いのでクロバエ類は割合的には少なく
なる。
4．膜題目
全訪花昆虫の32％1210個体が膜迩目であり、その80
％966個体がハナバチ類である。またその24％229個体
がミツバチ類である。ミツバチ類はニホンミツバチ
107個体、セイヨウミツバチ122個体と両種ともにみら
れた。マルハナバチ類（クロマルハナバチ・オオマル
ハナバチが観察された｡）は、2％28個体と割合的に
は少なかった。
ハナバチ以外では、カリバチ類が17％203個体、ヒ
メバチ類・ハバチ類が3％の35個体となっている。他
の調査地では通常多く訪花するアリ類はたいへん少な
く6個体のみであった。これは調査場所がアリ類の営
巣場所として適さない所であったためではないかと思
われる。
膜迩目の約55％663個体がキク科植物に訪花し、マ
メ科には21％259個体、この2科で76％である。キン
ポウゲ科5％64個体、タデ科3％39個体、ヤナギ科3
％37個体と続く。
ハナバチ類では、キク科への訪花523個体（ハナバ
チ類中54％)、マメ科232個体（24％)、この2科で78
％次いでキンポウゲ科64個体、ヤナギ科35個体、カタ
バミ科24個体と続く。ミツバチ類では、キク科へ156
個体、マメ科へ50個体であった。
カリバチ類では、キク科へ121個体（カリバチ類中
60％)、タデ科33個体（16％)、マメ科20個体（10％）
である。
膜迩目の個体数の季節消長は、5月と7月、10月に
ピークがあるが、5月（膜迩目個体の23％281個体)、
7月（18％218個体)、10月（19％235個体）であって、
各調査日で占める割合では5月が多く、9月10月にも
多くなる。
ハナバチ類の季節消長は、5月6月7月が膜迩目中
の90％前後、4月8月9月11月は70％前後であり、10
月は60％弱でこの月にはカリバチ類の割合が多くなる。
ミツバチ類は、10月に109個体と多く、7月57個体、
11月45個体であった。
3．双迩目
全訪花昆虫の45％1713個体が双迩目であり、その56
％901個体がハナアブ類である。
また、5％87個体がクロバエ類であり、ヤドリバエ
類3％47個体、その他小型の双迩類（ハモグリバエ類
など）がたいへん多く双迩目の約30％の個体数を占め
た。
双迩目の72％1235個体がキク科を訪花し、次いでカ
タバミ科4％68個体、ツユクサ科3％58個体、ヤナギ
科3％52個体の順であり以上の4科で82％となる。膜
迩目に比べ、キク科の割合が圧倒的に多く、マメ科が
少なくなっている。
ハナアブ類ではキク科へハナアブ類中64％578個体、
次いでカタバミ科58個体（6％)、ツユクサ科55個体
(6％）となっている。
小型の双迩類でも、キク科への訪花がその87％46己
個体と多かった。
双迩目の個体数の季節消長は、7月（双迩目個体の
23％401個体)、10月（21％357個体）にピー クがある。
各調査日で占める割合では、4月6月7月9月10月11
月に各月の50％前後の個体数で第一位となっている。
ハナアブ類の季節消長は、7月に263個体と最も多
く、8月は20個体と最も少なく、6月9月10月は150
個体前後、5月と11月は60個体程度であった。各調査
日でのハナアブ類の双迩目に対する割合は、5月6月
7月9月でほぼ60％以上であるが10月11月では45％前
後である。小型の双迩目では、個体数は7月108個体10
月121個体と多く、4月8月には個体数は60～70個体
であるがハナアブ類よりは多い。
5．鱗迩目
全訪花昆虫の17％641個体が鱗迩目であり、その75
％489個体がチョウ類である。残り152個体がガ類で内
スズメガ類はl個体のみであった。
鱗迩目の内47％304個体がマメ科に訪花し、キク科
?
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には41％265個体、この2科で89％の個体数を占めた。
マメ科に最も多く訪花したのが鱗迩目であった。次い
でヤナギ科16個体、キツネノマゴ科15個体、タデ科lI
個体であった。
チョウ類では、キク科への訪花が244個体（チョウ
類中50％)、マメ科へ210個体（43％）と多く、ガ類で
は、マメ科へ94個体（ガ類中62％)、キク科へ21個体、
ヤナギ科へ16個体であった。
チョウ類中、シジミチョウ科47％232個体、シロチョ
ウ科38％185個体、タテハチョウ科12％61個体、セセ
リチヨウ科6個体、アゲハチョウ科2個体であった。
キク科、マメ科への訪花が多かったが、シジミチョウ
科では5月ハルジオン、7月8月ヒメジョオン、7月
8月シロツメクサヘの訪花が多く、シロチョウ科では
8月ヒメジヨオン・ヒメムカシヨモギ、7月8月アカ
ツメクサヘ、タテハチョウ科では10月セイタカアワダ
チソウ、8月アカツメクサヘの訪花が多かった。
鱗迩目の個体数の季節消長は、夏期に訪花が多く、
特に8月が鱗迩目個体の37％235個体で最も多い。8
月は双迩目膜迩目の2目を抑え鱗迩目が最も多い目で
ある。7月は169個体（鱗迩目個体の26％）で鱗迩目
では2番目に多い月であった。6月は甲虫目より少な
く5月は甲虫目と同数であったがそれ以外の月は甲虫
目より多かった。
チョウ類の季節消長は、鱗迩目全体の傾向と同様で
夏期に多く8月にピークがある。
5．甲虫目
全訪花昆虫の5％205個体が甲虫目であり、その62
％128個体がハナムグリ・コガネムシ類、14％29個体
がハムシ類である。
マメ科に甲虫目中45％93個体が訪花し、キク科には
40％81個体、次いでブドウ科へ5％11個体が訪花した、
7月に最も多く（90個体、甲虫目中44％）5月にも小
さなピーク（40個体）がある。5月と7月のピークは
ともに主にハナムグリ・コガネムシ類による。ハムシ
類は、8月を除いて毎月少数であるが出現した。
6．半趨目
全訪花昆虫の2％67個体が半迩目であり、全てカメ
ムシ類である。そのほとんど69％46個体がキク科に訪
花し、マメ科へは12個体、タデ科に4個体であった。
5月から11月まで少数であるが訪花がみられ、7月
8月9月は15個体前後であった。
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7．直通目
10個体が直通目であり、キク科花上では6個体が観
察された。
4月5月6月で7個体。（ヒメギス幼虫、ツユムシ
幼虫、バッタ類幼虫）であり、残り3個体は8,10,
11月にツユムシ成虫であった。
8．キク科
キク科で昆虫の訪花した植物は16種。キク科を訪れ
た昆虫は全訪花昆虫中60％6目2296個体である。
最も訪花個体の多かった植物は、ヒメジョオンで
(キク科訪花昆虫中43％6目980個体)、次いでセイタ
カアワダチソウ（19％6目431個体)、ハルジオン（11
％6目254個体)、セイヨウタンポポ（9％5目212個
体)、アキノノゲシ（8％3目192個体)、ヒメムカシ
ヨモギ（5％4目105個体）であり、以上6種でキク
科訪花昆虫中の95％の個体を占める。
季節消長では、7月にキク科訪花昆虫中23％523個
体と最も多く、10月には505個体、5月にも311個体と
小さなピークがある。4月以外はキク科が最も多くの
個体を集め（4月にはヤナギ科が最も多い)、ほぼ全
調査期間を通じて最も優勢な科となっている。
l調査日において最も訪花昆虫を集めた植物も、5
月15日ハルジオン（254個体)、6月12日ヒメジョオン
(237個体)、7月14日ヒメジョオン（509個体)、8月
22日ヒメジョオン（169個体)、10月14日セイタカアワ
ダチソウ（342個体)、11月1日セイタカアワダチソウ
(89個体）となっており、また、複数の調査日にわたっ
て訪花の確認された種にはキク科で多く、セイヨウタ
ンポポ・アキノノゲシ・ニガナ・ヒメジョオン・ヒメ
ムカシヨモギで3調査日以上訪花が確認された。キク
科がたいへん優勢なことが見て取れる。
キク科を訪花した昆虫の内最も多いのが双迩目で
1235個体（キク科訪花昆虫中54％)、内ハナアブ類が
578個体(25％)、膜迩目663個体（29％）内ハナバチ類
523個体（23％）でこの2目で82％となる。
鱗迩目265個体（12％）甲虫目81個体（4％）で、
半迩目46個体・直通目6個体は各目中のキク科への訪
花の割合は多いが個体数が少なく、キク科中での割合
はごく少ない。
キク科植物は、種数が多いこと、昆虫の訪花シーズ
ンを通じて開花が見られること、開花量が多いこと、
各種の開花期間が長いこと、どのようなタイプの昆虫
でも訪花することが訪花昆虫を多く集める理由と考え
られる。
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9．マメ科
マメ科で昆虫の訪花した植物は9種。マメ科を訪れ
た昆虫は全訪花昆虫中19％6目720個体であり、アカ
ツメクサがマメ科中44％4目317個体、シロツメクサ
が38％5目276個体、ヤハズソウが9％3目62個体で
ある。
季節消長では、7月に最も多くマメ科中40％288個
体で、8月184個体、6月99個体、9月98個体と少な
くなっていく。6～9月では、マメ科がキク科に次い
で第二位の科となっている。
マメ科を訪花した昆虫の内最も多いのが鱗迩目で
304個体（マメ科訪花昆虫中42％）内チョウ類が210個
体（29％)、膜迩目259個体（36％）内ハナバチ類232
個体（32％)、甲虫目93個体（13％)、双迩目51個体
(7％）である。半迩目12個体・直通目1個体であっ
た。
キク科に比べ、双迩目がたいへん少なく、鱗迩目が
多くなっている。これは、旗状花で花粉や花蜜が隠さ
れており長舌の昆虫の訪花により適していることによ
るものと思われる。
10．ヤナギ科
ヤナギ科で昆虫の訪花した植物はタチヤナギ1種の
み。ヤナギ科を訪れた昆虫は全訪花昆虫中3％4目
106個体である。4月のみの開花であり、4月で訪花
個体の最も多い科である。
ヤナギ科を訪花した昆虫中最も多いのは、双迩目52
個体（ヤナギ科訪花昆虫中49％）で小型の双迩類が多
くを占める。膜迩目37個体でハナバチ類35個体、鱗迩
目16個体、甲虫目1個体で少ない。
11．カタバミ科
カタバミ科で昆虫の訪花した植物はカタバミ1種の
み。
カタバミ科を訪れた昆虫は全訪花昆虫中3％5目
105個体であり、カタバミは5月から11月まで長期に
わたって訪花された。10月が43個体で最も多い月となっ
ている。
カタバミ科を訪花した昆虫中最も多いのは、双迩目
で68個体（カタバミ科訪花昆虫中65％）ハナアブ類5重
個体55％であり、膜迩目25個体（24％）ハナバチ類24
個体、鱗迩目6個体、甲虫目6個体、半迩目1個体で
ある。
12タデ科
タデ科で昆虫の訪花した植物は3種。タデ科を訪れ
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た昆虫は全訪花昆虫中2％4目91個体であり、ミゾソ
バが多く4目50個体、サナエタデが4目28個体、イヌ
タデ3目13個体である。タデ科は9月10月11月のみに
訪花され、特に10月にはキク科に次いで2番目に多く
訪花されている。タデ科を訪花した昆虫中最も多いの
は、膜迩目で39個体（タデ科訪花昆虫中43％）内33個
体がカリバチ類である。双迩目37個体内16個体がハナ
アブ類、鱗迩目11個体ガ類9個体、半迩目4個体であ
る。
13．その他
キンポウゲ科（ウマノアシガタ89個体、キツネボタ
ンl個体）では、5月に89個体、7月に1個体の90個
体が訪花し、うち膜迩目（全てハナバチ類）が64個体、
双迩目が23個体（14個体がハナアブ類)、甲虫目・直
通目・鱗迩目各1個体であった。
ツユクサ科（ツユクサ1種）では、75個体が訪花し
9月が68個体であった。双迩目58個体（55個体がハナ
アブ類)、膜迩目10個体、鱗迩目6個体、半迩目l個
体であった。
キツネノマゴ科（キツネノマゴ1種）は9月に75個
体が訪花し、双迩目34個体（33個体がハナアブ類)、
膜迩目25個体（23個体がハナバチ類)、鱗迩目15個体、
甲虫目1個体であった。
まとめ
4月から11月間の8日間の調査の結果、6目3846個
体の昆虫の訪花が確認された。最も多かったのは双迩
目で全個体数の45％1713個体、次いで膜迩目の32％
1210個体、この2目で全体の76％の個体数となる。鱗
遡目17％641個体、甲虫目5％205個体と続き、半迩目
(2％67個体)、直通目（10個体）の2目はたいへん少
なかった。
昆虫の訪花が確認された植物は27科60種である。キ
ク科を訪れた昆虫は6目2296個体で最も多く、次いで
マメ科6目720個体、ヤナギ科4目106個体、カタバミ
科5目105個体、タデ科4目91個体、キンポウゲ科5
目90個体、キツネノマゴ科4目75個体、ツユクサ科4
目75個体が多い科であった。
最も訪花個体の多かった植物は、ヒメジョオン、セ
イタカアワダチソウ、アカツメクサ、シロツメクサ、
ハルジオン、セイヨウタンポポ、アキノノゲシ、タチ
ヤナギ、カタバミ、ヒメムカシヨモギが上位10種で全
個体数の77％を占める。10種中7種が帰化植物である。
7月と10月に訪花個体数のピークがあり、7月が全
個体の23％892個体で最も多く、10月は17％667個体で
小矢部市内の農耕地での訪花昆虫調査
あった。5月と8月以外の全ての月で双迩目が最も訪
花個体数の多い目であり、5月は膜迩目、8月は鱗迩
目が最も多い目であった。
7月10月ともにピークは主に双迩目特にハナアブ類
により、5月にも小さなピークがあるがそれは膜迩目
特にハナバチ類による。
根来
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